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Ｉ

イ
ギ
リ
ス
学
系

一
、
『
共
存
雑
誌
』

リ
ー
ル
#

一

第

一
号
.
第
三
五
号

(明
治
八
年
一
月
.
明
治
十
二
年
八
月
二
十
七
日
)

リ
ー
ル
#
二

第
三
六
号
.
第
六
七
号

(明
治
十
二
年
九
月
三
日
.
明
治
十
三
年
五
月
十
九
日
)

付
録

『
共
存
同
衆
年
会
始
末
』、
『共
存
同
衆
第
二
年
会
筆
記
』

明
治
六
年
ロ
ン
ド
ン
で
馬
場
辰
猪
、
小
野
梓
ら
が
結
成
し
た
日
本
学
生
会
に
端
を
発
す
る
共
存
同
衆
の
機
関
誌
。
執
筆
者
と
し
て
小

野
、
馬
場
の
他
、
尾
崎
三
良
、
菊
池
大
麓
、
金
子
堅
太
郎
、
大
内
青
巒
、
島
地
黙
雷
、
田
口
卯
吉
、
増
島
六
一
郎
、
肥
塚
龍
な
ど
多
方
面

の
人
々
が
名
を
連
ね
、
内
容
も
そ
れ
に
応
じ
て
教
育
、
経
済
、
外
交
、
宗
教
、
哲
学
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
な
か
で
も
ロ
ー
マ
法
か
ら
は

じ
ま
り
、
国
会
論
、
法
典
編
纂
論
、
法
律
真
理
論
に
わ
た
る
法
律
・
政
治
の
分
野
に
重
要
な
論
説
が
多
い
。
ま
た
、
功
利
主
義
論
、
婚
姻

論
、
国
語
・
訳
字
論
、
華
士
族
論
な
ど
に
関
す
る
紹
介
や
論
争
は
本
誌
を
き
わ
め
て
特
徴
あ
る
も
の
と
し
て
い
る
。
菊
池
に
ょ
る
「論
理

学
説
約
」
の
連
載
な
ど
人
文
科
学
受
容
の
史
料
と
し
て
も
み
る
べ
き
も
の
が
少
な
く
な
い
。
『
明
六
雑
誌
』
の
後
を
う
け
て
出
現
し
た
総

合
啓
蒙
雑
誌
と
し
て
明
治
前
期
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
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タ
と
い
え
よ
う
。

つ
ぎ
に
『共
存
同
衆
第
二
年
会
筆
記
』
(縦
一
七
、
横
一
二
セ
ン
チ
)
は
明
治
十
二
年
十
月
二
十
六
日
に
新
築
講
堂
で
開
か
れ
た
第
二

年
会
の
筆
記
で
、
五
六
頁
を
数
え
て
い
る
。
収
録
さ
れ
て
い
る
五
篇
の
論
稿
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

創
為
ノ
才
養
ハ
ザ
ル
可
ラ
サ
ル
ノ
説
／
小
池
靖
一
、
祝
文
一
則
／
加
藤
九
郎
、
擬
上
天
皇
陛
下
書
／
三
好
退
蔵
、
神
風
ヲ
論
ス
／
溪
口

一
蔵
、
唱
歌
ノ
説
／
田
口
卯
吉

二
、
『同
人
社
文
学
雑
誌
』

リ
ー
ル
#
三

第

一
号
.
第
五
〇
号

(明
治
九
年
七
月
八
日
.
明
治
十
四
年
四
月
十
日
)

り
ー
ル
#
四

第
五
一号
.
第
九
二
号

(明
治
十
四
年
四
月
二
十
日
.
明
治
十
六
年
五
月
十
日
)

『
西
国
立
志
編
』
『自
由
之
理
』
の
翻
訳
で
著
名
な
敬
宇
中
村
正
直
の
家
塾
、
同
人
社
か
ら
発
行
さ
れ
た
。
誌
名
の
「文
学
」
と
は
、
学

問
、
思
想
な
ど
の
文
章
表
現
一
般
を
意
味
し
、
内
容
も
歴
史
、
伝
記
、
哲
学
か
ら
漢
詩
文
、
西
洋
文
学
の
紹
介
に
お
よ
ぶ
。
中
村
の
思
想

的
影
響
か
ら
イ
ギ
リ
ス
の
自
由
主
義
を
基
調
と
し
た
言
論
を
多
く
掲
げ
る
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
の
上
帝
に
関
す
る
論
争
や
幼
児
教
育
、

盲
学
校
、
医
学
な
ど
の
紹
介
記
事
は
他
に
類
を
み
な
い
独
特
の
も
の
で
あ
る
。
毎
号
の
表
紙
裏
に
巻
頭
言
の
形
で
英
和
対
訳
の
格
言
を
載

せ
る
の
も
、
東
西
の
道
徳
が
同
一
で
あ
る
と
し
て
勤
倹
力
行
を
重
視
し
た
同
社
の
教
育
理
念
の
反
映
で
あ
ろ
う
。
文
体
も
漢
文
、
漢
文
訓



後
期
の
第
四
六
号
か
ら
は
、
月
二
回
の
刊
行
に
合
わ
し
た
か
の
よ
う
に
、
〈
大
取
次
〉
三
店
の
名
が
売
捌
所
に
代
わ
っ
て
登
場
す
る
。
報

知
社
支
店
、
静
霞
堂
、
巌
々
堂
の
名
で
あ
る
。
そ
の
後
、
龍
邨
印
行
社
、
競
英
堂
が
そ
れ
ぞ
れ
〈
大
取
次
〉
に
名
を
つ
ら
ね
て
は
消
え
、

第
九
〇
号
に
な
っ
て
法
木
徳
兵
衛
が
加
わ
る
の
で
あ
る
。
印
刷
に
関
し
て
は
、
第
四
四
号
で

「龍
邨
印
行
社
刊
行
」
と
あ
る
の
で
、
そ
の

前
後
で
、
報
知
社
に
代
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

広
告
が
雑
誌
に
あ
ま
り
ス
ペ
ー
ス
を
占
め
て
い
な
い
時
期
は
、
誌
代
は
大
事
な
項
目
で
あ
る
の
に
、
本
誌
で
定
価
が
は
じ
め
て
明
記
さ

れ
る
の
は
第
一
三
号
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
「雑
誌
毎
号
三
銭
五
厘

毎
月
二
次
或
ハ
三
次
出
版

一
〇
号
前
金
三
〇
銭

二
〇
号
前

金
五
〇
銭
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
第
四
五
号
の
雑
誌
改
良
広
告
の
中
で
一
冊
定
価
四
銭
と
の
予
告
が
な
さ
れ
た
の
ち
、
第
四
六
号
か
ら

「本
誌
四
銭

半
年
分
前
金
四
二
銭

一
カ
年
前
金
七
二
銭
」
と
明
記
さ
れ
る
。

三
、
『交
詢
雑
誌
』

リ
ー
ル
#
五

交
詢
社
社
則

(緒
言
、
交
詢
社
社
則
附
言
・
追
加
.
副
規
則
)

第

一
号
.
第
二
七
号

(明
治
十
三
年
二
月
五
日
.
明
治
十
三
年
十
月
二
十
五
日
)

リ
ー
ル
#
六

第
二
八
号
.
第
六
四
号

(明
治
十
三
年
十
一
月
五
日
.
明
治
十
四
年
十
一
月
五
日
)



リ
ー
ル
#
七

第
六
五
号
.
第
一
〇
三
号

(明
治
十
四
年
十
一
月
十
五
日
.
明
治
十
五
年
十
二
月
五
日
)

リ
ー
ル
#
八

第
一
〇
四
号
.
第
一
四
二
号

(明
治
十
五
年
十
二
月
十
五
日
.
明
治
十
七
年
二
月
十
五
日
)

リ
ー
ル
#
九

第
一
四
三
号
.
第
一
八
〇
号

(明
治
十
七
年
二
月
二
十
五
日
.
明
治
十
八
年
三
月
五
日
)

リ
ー
ル
#
一
〇

第
一
八
一
号
.
第
二
一
九
号

(明
治
十
八
年
三
月
十
五
日
.
明
治
十
九
年
四
月
五
日
)

リ
ー
ル
#
一
一

第
二
二
〇
号
.
第
二
五
八
号

(明
治
十
九
年
四
月
十
五
日
.
明
治
二
十
年
五
月
五
日
)

リ
ー
ル
#
一
二

第
二
五
九
号
.
第
二
九
七
号

(明
治
二
十
年
五
月
十
五
日
.
明
治
二
十
一
年
六
月
五
日
)

リ
ー
ル
#
一
三

第
二
九
八
号
.
第
三
三
三
号

(明
治
二
十
一
年
六
月
十
五
日
.
明
治
二
十
二
年
六
月
十
五
日
)

リ
ー
ル
#
一
四

第
三
三
四
号
.
第
三
七
一
号

(明
治
二
十
二
年
六
月
二
十
五
日
.
明
治
二
十
三
年
七
月
五
日
)

リ
ー
ル
#

一
五

第
三
七
二
号
.
第
四
〇
二
号

(明
治
二
十
三
年
七
月
十
五
日
.
明
治
二
十
四
年
五
月
十
五
日
)



リ
ー
ル
#
一
六

第
四
〇
三
号
.
第
四
三
二
号

(明
治
二
十
四
年
五
月
二
十
五
日
.
明
治
二
十
五
年
三
月
十
五
日
)

リ
ー
ル
#
一
七

第
四
三
三
号
.
第
四
六
二
号

(明
治
二
十
五
年
三
月
二
十
五
日
.
明
治
二
十
六
年
一
月
十
五
日
)

リ
ー
ル
#
一
八

第
四
六
三
号
.
第
四
八
九
号

(明
治
二
十
六
年
一
月
二
十
五
日
.
明
治
二
十
七
年
二
月
十
五
日
)

リ
ー
ル
#
一
九

第
四
九
〇
号
.
第
五
一
六
号

(明
治
二
十
七
年
三
月
十
五
日
.
明
治
二
十
九
年
六
月
十
五
日
)

リ
ー
ル
#
二
〇

第
五
一
七
号
.
第
五
四
二
号

(明
治
二
十
九
年
七
月
十
五
日
.
明
治
三
十
一
年
十
一
月
二
十
日
)

リ
ー
ル
#
三

一

第
五
四
三
号
.
第
五
七
一
号

(明
治
三
十
一
年
十
二
月
二
十
日
.
明
治
三
十
四
年
四
月
二
十
五
日
)

「知
識
を
交
換
し
世
務
を
諮
詢
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
福
沢
諭
吉
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
交
詢
社
の
機
関
誌
。
社
員
は
慶
応
義
塾

関
係
者
の
ほ
か
、
華
族
、
官
吏
、
銀
行
家
、
地
主
、
商
工
業
者
、
新
聞
記
者
な
ど
全
国
に
及
ん
で
い
る
。
雑
誌
記
事
は
、
本
局
と
社
員
と

の
間
に
か
わ
さ
れ
た
報
告
、
通
知
、
問
答
の
体
裁
を
と
り
な
が
ら
農
・
工
・
商
業
に
関
す
る
情
報
の
集
散
と
欧
米
の
社
会
・
経
済
思
想
の

普
及
と
に
狙
い
を
定
め
て
い
る
。
明
治
期
の
経
済
的
な
近
代
化
が
い
か
に
推
進
さ
れ
た
か
、
ま
た
そ
こ
で
慶
応
義
塾
関
係
者
が
い
か
な
る

役
割
を
果
た
し
た
か
、
を
知
る
た
め
に
不
可
欠
の
史
料
で
あ
る
。
さ
ら
に
地
方
分
権
の
思
想
や
各
国
の
憲
法
に
つ
い
て
の
解
説
そ
し
て
イ

ギ
リ
ス
の
議
会
制
に
つ
い
て
の
啓
蒙
的
論
説
も
多
く
、
と
く
に
第
四
五
号
に
掲
げ
ら
れ
た
私
擬
憲
法
案
は
、
当
時
最
も
広
く
流
布
し
大
き



「随
意
談
会
」
に
つ
い
て
、
ふ
れ
て
み
た
い
。
毎
月
三
日
と
十
八
日
の
両
日
の
午
後
に
行
な
わ
れ
た
会
合
の
件
で
あ
る
。
こ
の
会
合
に
出

席
し
た
メ
ン
バ
ー
が
逐
一
記
録
さ
れ
て
雑
誌
の
末
尾
に
掲
載
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
紙
面
が
な
い
時
に
は
、
縦
一
二
・
三
、

横
一
七
セ
ン
チ
の
別
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
出
さ
れ
た
の
は
第
四
三
五
号

(明
治
二
十
五
年
四
月
十
五
日
)
か
ら
で
あ
る
。
ひ
ん
ば
ん
に

出
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
す
べ
て
を
収
録
で
き
た
か
ど
う
か
は
、
約
十
年
間
に
わ
た
る
た
め
に
、
チ
ェ
ッ
ク
作
業
を
断
念
せ
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
。
最
後
に
ひ
と
つ
、
ふ
れ
て
お
き
た
い
の
は
第
八
号

(明
治
十
三
年
四
月
十
五
日
)
の
付
録

「本
社
設
立
之
主
旨
ニ
付
御
届
」

を
収
録
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
縦
一
五
・
七
、
横
六
・
八
セ
ン
チ
の
小
片
で
あ
る
。
明
治
十
三
年
四
月
五
日
の
集
会
条
例
に
応
え
た
交
詢

社
の

「政
治
ニ
関
ス
ル
事
項
ヲ
談
論
ス
ル
目
的
ニ
無
之
御
条
例
外
ノ
義
ト
存
候
得
共
為
念
社
則
ナ
ラ
ビニ社
員
姓
名
録
相
添
此
段
御
届
申
上
候

也
」
と
い
う
提
出
文
書
を
社
員
へ
知
ら
し
め
た
、
貴
重
な
付
録
で
あ
る
。

四
、
『中
立
正
党
政
談
』

リ
ー
ル
#
二
二

第
一
号
.
第

一
二
号

(新
聞
、
明
治
十
三
年
八
月
十
五
日
.
十
月
三
十
一
日
)

第
一
三
号
.
第
三
七
号

(雑
誌
、
明
治
十
三
年
十
一
月
七
日
.
明
治
十
四
年
五
月
一
日
)

リ
ー
ル
#
二
三

第
三
八
号
.
第
六
九
号

(雑
誌
、
明
治
十
四
年
五
月
八
日
.
明
治
十
五
年
四
月
三
日
)

自
由
主
義
を
標
榜
し
た
政
談
社
が
発
行
。
中
立
正
党
と
は
、
雑
誌
の
凡
例
に
よ
れ
ば
政
府
の
政
策
に
つ
い
て
も
賛
成
す
べ
き
は
賛
成



と
の
社
則
が

『百
年
史
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
『政
談
』
と
判
断
さ
れ
た
ゆ
え
ん
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
第
五
号
の
付
録
で

は
「中
立
正
党
政
談
附
録
」
と
刷
り
こ
ま
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
の
よ
う
に
整
理
し
て
み
よ
う
。
明
治
十
三
年
の
時
期
で
は
、
誌
名
の
商

標
登
録
も
明
確
で
は
な
く
、
届
け
出
た

『政
談
』
の
名
で
は
あ
ま
り
に
も
曖
昧
模
糊
と
し
て
い
る
た
め
に
、
中
立
正
党
と
い
う
傾
向
性
を

う
ち
出
し
て
題
字
に
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
政
談
社
の
関
係
内
外
者
の
間
で
は
、
は
じ
め
『政
談
』
と
し
て
う
け
と
ら
れ
、
通
称

に
な
っ
て
い
た
も
の
の
、
や
は
り
『中
立
正
党
政
談
』
が
主
義
主
張
か
ら
も
一
貫
す
る
と
判
断
さ
れ
、
中
立
正
党
が
小
さ
く
角
書
（
つ
の
が
き
）

に
さ
れ

た
号
か
ら
、
第
二
三
号
に
な
っ
て
、
そ
の
角
書
か
ら
一
段
組
み
に
落
ち
つ
い
た
、
と
判
断
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
本
マ
イ
ク
ロ
版
で
は

『
中
立
正
党
政
談
』
の
紙
・
誌
名
と
し
て
解
題
し
た
。

「我
カ
政
談
社
ハ
不
偏
正
党
ナ
ル
ヲ
記
臆
セ
ヨ
」
と
第
一
号
の
巻
頭
政
談
の
中
見
出
し
に
強
調
さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
雑
誌
は
不
偏
な

る
姿
勢
を
最
後
ま
で
強
調
し
て
、
消
え
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
遺
産
と
し
て
後
継
の
言
論
人
に
の
こ
し
た
も
の
は
、
日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
の
特
異
性
で
あ
り
弱
点
で
も
あ
る

「不
偏
不
党
性
」
で
あ
っ
た
。

リ
ー
ル
#
二
四

五
、
『北
辰
雑
誌
』

第

一
号
.
第
五
号

(明
治
十
三
年
四
月
五
日
.
五
月
二
十
六
日
)

六
、
『国
友
雑
誌
』

第
三
〇
号
.
第
六
三
号

(明
治
十
四
年
八
月
十
三
日
.
明
治
十
六
年
四
月
十
六
日
)

付
録

『
国
友
会
員
学
術
演
説
筆
記
』、
『国
友
叢
談
』
第
壱
篇



ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
、
の
ち
ジ
ャ
パ
ン
・
ガ
ゼ
ッ
ト
の
主
筆
に
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
な
お
当
日
、
デ
ニ
ン
グ
の
演
説
を
聴
い
た
『東
京

輿
論
新
誌
』
の
記
者
は
、
こ
う
、
感
想
を
第
一
四
一
号

(明
治
十
六
年
十
月
十
日
)
に
の
こ
し
て
い
る
。

「去
る
六
日
は
国
友
会
員
の
学
術
演
説
を
同
七
日
は
東
京
政
談
会
員
の
政
談
演
説
を
浅
草
井
生
楼
に
開
か
れ
た
り
聴
衆
は
何
れ
も
多
く

就
中
国
友
会
の
客
員
た
る
英
人
デ
ニ
ン
グ
氏
が
邦
語
を
以
て
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
言
行
を
説
き
夫
れ
よ
り
哲
学
上
に
論
及
し
諧
謔
を
交
へ
て

自
由
に
弁
せ
ら
れ
た
る
は
最
と
も
耳
そ
ば
だ
ち
て
聞
こ
え
た
り
」

明
治
十
六
年
十
月
十
三
日
届
の
二
十
四
日
出
版
、
編
輯
兼
出
版
人
が
大
竹
亀
之
助
、
発
売
が
芳
新
堂
、
縦
一
七
・
八
、
横
一
二
セ
ン

チ
、
五
〇
ぺ
ー
ジ
の
小
冊
子
で
あ
る
。
論
題
を
し
る
し
て
お
こ
う
。

◯
ソ
ク
ラ
チ
ー
ス
ノ
伝
並
哲
学
／
デ
ニ
ン
グ
◯
自
由
ノ
義
ト
神
仏
ノ
理
ト
如
何
ニ
対
照
ス
ル
カ
ヲ
論
ス
／
植
木
枝
盛
○
手
段
ノ
為
メ
ニ

目
的
ヲ
誤
ル
勿
レ
／
大
石
正
巳
◯
社
会
ヲ
シ
テ
損
害
ヲ
蒙
ラ
シ
ム
ル
者
ハ
何
歟
／
西
村
玄
道

七
、
『明
治
協
会
雑
誌
』

リ
ー
ル
#
二
五

第
一
号
.
第
四
七
号

(明
治
十
六
年
一
月
二
十
日
.
明
治
十
七
年
六
月
十
日
)

リ
ー
ル
#
二
六

第
四
八
号
.
第
八
七
号

(明
治
十
七
年
六
月
二
十
日
.
明
治
十
八
年
七
月
二
十
日
)

リ
ー
ル
#
二
七

第
八
八
号
.
第
一
二
七
号

(明
治
十
八
年
七
月
三
十
日
.
明
治
十
九
年
九
月
十
日
)

付
録

「明
治
協
会
会
則
」



八
、
『中
央
学
術
雑
誌
』

リ
ー
ル
#
二
八

第
一
号
.
第
二
六
号

(明
治
十
八
年
三
月
十
日
.
明
治
十
九
年
四
月
十
日
)

リ
ー
ル
#
二
九

第
二
七
号
.
第
四
二
号

(明
治
十
九
年
四
月
二
十
五
日
.
明
治
十
九
年
十
二
月
十
日
)

リ
ー
ル
#
三
〇

第
四
三
号
.
第
五
九
号

(明
治
十
九
年
十
二
月
二
十
五
日
.
明
治
二
十
年
十
一
月
三
十
日
)

リ
ー
ル
#
三
一

〈
継
続
誌
〉
第
一
号
.
第
八
号
、
第
二
巻
第
一
号
.
第
一
五
号

(明
治
二
十
五
年
五
月
十
五
日
.
明
治
二
十
六
年
十
一

月
三
十
日
)

早
稲
田
大
学
の
前
身
で
あ
る
東
京
専
門
学
校
関
係
者
で
結
成
し
た
同
攻
会
の
機
関
学
術
誌
。
高
田
早
苗
、
天
野
為
之
、
小
野
梓
、
市
島

謙
吉
、
島
田
三
郎
そ
し
て
坪
内
雄
蔵
と
い
っ
た
人
々
が
そ
の
得
意
と
す
る
分
野
で
論
陣
を
張
り
、
東
京
大
学
系
の
『
学
芸
志
林
』
『東
洋

学
芸
雑
誌
』
と
相
拮
抗
し
た
。
特
に
社
会
科
学
の
分
野
で
は
東
京
大
学
が
ド
イ
ツ
の
国
家
学
、
歴
史
学
派
に
傾
斜
し
て
い
っ
た
の
に
対
し

て
、
イ
ギ
リ
ス
の
自
由
主
義
、
実
証
主
義
を
基
調
と
し
た
独
自
の
学
風
を
形
成
し
て
い
っ
た
過
程
が
論
説
、
講
義
録
か
ら
う
か
が
え
る
点

で
格
好
の
史
料
で
あ
る
。
ま
た
、
「翻
訳
」
欄
も
充
実
し
て
お
り
、
東
京
専
門
学
校
が
歴
史
学
、
哲
学
な
ど
の
イ
ギ
リ
ス
学
継
受
の
拠
点

と
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
文
学
に
お
い
て
も
高
田
、
坪
内
に
よ
っ
て
文
学
理
論
、
文
学
批
評
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
樹
立
す
る
画
期

的
論
文
が
次
々
に
発
表
さ
れ
た
ほ
か
、
二
葉
亭
四
迷
の
「小
説
総
論
」
が
寄
稿
さ
れ
る
な
ど
文
学
史
上
で
も
高
い
価
値
を
有
す
る
。

な
お
、
明
治
二
十
五
年
五
月
に
再
刊
の
継
続
誌
も
収
録
す
る

(山
室
)。



Ⅱ

フ
ラ
ン
ス
学
系

一
、
『嚶
鳴
雑
誌
』

リ
ｰ
ル
#
三
二

第

一
号
.
第
三
七
号

(明
治
十
二
年
十
月
二
十
五
日
.
明
治
十
五
年
一
月
十
七
日
)

リ
ー
ル
#
三
三

第
三
八
号
.
第
七
五
号

(明
治
十
五
年
一
月
二
十
八
日
.
明
治
十
六
年
五
月
十
日
)

フ
ラ
ン
ス
に
留
学
、
視
察
し
た
経
歴
を
も
つ
沼
間
守
一
、
河
野
敏
鎌
、
河
津
祐
之
、
益
田
克
徳
ら
が
国
民
に
法
律
知
識
を
普
及
す
る
た

め
に
開
い
た
法
律
講
義
会
が
発
展
し
て
で
き
た
嚶
鳴
社
の
機
関
誌
。
主
な
執
筆
者
に
、
沼
間
ら
の
ほ
か
、
高
梨
哲
四
郎
、
田
口
卯
吉
、
末

広
重
恭
、
小
池
靖
一
、
浅
野
乾
、
高
橋
達
郎
、
青
木
匡
、
肥
塚
龍
、
島
田
三
郎
、
有
田
真
平
、
堀
口
昇
、
渋
江
保
等
々
が
並
び
、
「西
の

立
志
社
、
東
の
嚶
鳴
社
」
と
称
さ
れ
た
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
。
内
容
は
法
律
と
政
治
に
係
わ
る
も
の
が
中
心
で
、
ま
た
言
論
や
交

際
の
社
会
的
、
政
治
的
効
用
に
つ
い
て
説
い
た
論
文
の
多
い
の
も
特
徴
で
あ
る
。

嚶
鳴
社
の
社
員
に
は
尺
振
八
（
せ
き
し
ん
ぱ
ち
）

の
英
学
塾
共
立
学
舎
の
出
身
者
が
少
な
く
な
く
、
ベ
ン
サ
ム
、
ミ
ル
、
ス
ペ
ン
サ
ー
に
し
ば
し
ば
準
拠
し

て
い
る
が
、
社
の
沿
革
や
社
の
中
心
に
あ
っ
た
沼
間
ら
の
憲
法
制
定
議
会
構
想
、
一
院
制
論
、
普
通
選
挙
論
な
ど
が
フ
ラ
ン
ス
を
模
範
に

採
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
フ
ラ
ン
ス
学
に
分
類
し
て
お
く
。
論
説
中
に
は
河
津
の
「仏
国
政
体
転
遷
論
」
や
田
口
の
「唱
歌
の
説
」
等



整
備
の
一
面
で
あ
ろ
う
。

二
、
『東
京
輿
論
新
誌
』

リ
ー
ル
#
三
四

第

一
号
.
第
七
六
号

(明
治
十
三
年
十
一
月
六
日
.
明
治
十
五
年
四
月
二
十
九
日
)

リ
ー
ル
#
三
五

第
七
七
号
.
第
一
四
〇
号

(明
治
十
五
年
五
月
六
日
.
明
治
十
六
年
九
月
三
十
日
)

リ
ー
ル
#
三
六

第
一
四
一
号
.
第
一
八
九
号

(明
治
十
六
年
十
月
十
日
.
明
治
十
八
年
二
月
十
日
)

リ
ー
ル
#
三
七

第

一
九
〇
号
.
第
二
三
八
号

(明
治
十
八
年
二
月
二
十
日
.
明
治
十
九
年
五
月
十
二
日
)

リ
ー
ル
#
三
八

第
二
三
九
号
.
第
二
八
七
号

(明
治
十
九
年
五
月
十
九
日
.
明
治
二
十
年
四
月
二
十
日
)

リ
ー
ル
#
三
九

第
二
八
八
号
.
第
三
三
四
号

(明
治
二
十
年
四
月
二
十
七
日
.
明
治
二
十
一
年
三
月
十
四
日
)

リ
ー
ル
#
四
〇



第
三
三
五
号
.
第
三
七
六
号

(明
治
二
十
一
年
三
月
二
十
一
日
.
明
治
二
十
二
年
一
月
五
日
)

リ
ー
ル
#
四
一

第
三
七
七
号

(明
治
二
十
二
年
一
月
九
日
)、
第
三
七
八
号

(明
治
二
十
二
年
一
月
十
六
日
)、
第
三
八
二
号

(明
治
二

十
二
年
二
月
十
三
日
)、
第
三
八
五
号

(明
治
二
十
二
年
三
月
六
日
)、
第
三
八
六
号

(明
治
二
十
二
年
三
月
十
三
日
)、

第
三
九
〇
号
.
第
四
一
九
号

(明
治
二
十
二
年
四
月
十
日
.
明
治
二
十
二
年
十
月
三
十
日
)

「政
治
上
に
関
す
る
輿
論
を
蒐
集
し
世
人
に
頒
つ
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
輿
論
社
か
ら
発
兌
さ
れ
た
言
論
誌
。
大
岡
育
造
、
黒
岩
大
、

肥
塚
龍
、
青
木
匡
、
波
多
野
承
五
郎
、
丸
山
名
政
、
堀
口
昇
ら
が
執
筆
者
と
し
て
堂
々
の
論
陣
を
張
り
、
当
時
の
言
論
を
リ
ー
ド
し
た
こ

と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
論
説
欄
で
は
広
く
一
般
読
者
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
の
稿
を
募
っ
て
掲
げ
、
世
論
の
あ
り
か
を
示
そ
う
と
し
た
と

こ
ろ
に
こ
の
雑
誌
の
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
雑
記
、
雑
報
欄
で
は
内
外
の
政
治
、
経
済
、
法
律
に
関
す
る
種
々
の
情
報
が
満
載
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、
各
国
の
歴
史
や
政
治
制
度
、
ミ
ル
、
ス
ペ
ン
サ
ー
な
ど
の
社
会
科
学
理
論
の
翻
訳
が
多
く
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
自
由
民
権
派
の
準

拠
理
論
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
明
治
十
六
年
六
月
に
同
系
統
の
『嚶
鳴
雑
誌
』
と
合
併
し
て
誌
名

『東
京
輿
論
新
誌
』
を
残
し
、
社
名

を
嚶
鳴
社
と
し
た
。
立
憲
改
進
党
系
の
政
論
雑
誌
と
み
ら
れ
る
が
、
社
会
科
学
誌
と
し
て
も
水
準
は
高
い
。

こ
こ
で
は
『嚶
鳴
雑
誌
』
と
の
関
連
を
考
え
て
フ
ラ
ン
ス
学
に
分
類
し
た
が
、
島
田
三
郎

「
日
本
を
し
て
東
洋
の
英
国
た
ら
し
む
る
は

誰
の
任
ぞ
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
学
と
し
て
の
性
格
も
濃
厚
で
あ
る
。

な
お
、
第
三
七
九
.
三
八
一
号
、
三
八
三
号
、
三
八
四
号
、
三
八
七
号
.
三
八
九
号
の
八
冊
が
未
発
見
の
た
め
欠
号
で
あ
る

(山
室
)。

今
回
の
「雑
誌
集
成
」
に
収
録
し
た
一
七
点
の
雑
誌
の
う
ち
、
自
ら
の
廃
刊
を
敗
北
宣
言
と
し
て
告
知
し
た
の
は
、
本
誌
た
だ
一
冊
で

あ
る
。
終
刊
の
第
四
一
九
号

(明
治
二
十
二
年
十
月
三
十
日
)
の
本
文
冒
頭
に
廃
刊
の
社
告
を
か
か
げ
、
〈
告
別
の
辞
〉
と
し
て
、
こ
う
書

い
て
い
る
。
「社
会
の
大
勢
を
熟
察
す
れ
ば
日
刊
の
新
聞
は
益
々
其
必
要
を
増
加
す
る
と
共
に
政
治
上
に
関
す
る
学
術
或
は
専
門
の
雑
誌



を
に
な
っ
た
秩
山
堂
は
、
第
二
八
号

(十
四
年
五
月
二
十
一
日
)
か
ら
は
〈
諸
国
大
取
次
所
〉
一
〇
店
の
ひ
と
つ
に
な
り
、
第
四
一
号

(八

月
二
十
日
)
か
ら
は
〈
東
京
大
取
次
所
〉
五
店
の
一
店
と
し
て
名
前
を
保
持
し
な
が
ら
も
、
以
下
、
東
京
の
大
売
捌
名
が
ふ
た
た
び
広
告

さ
れ
る
第
二
一
三
号

(十
八
年
十
月
三
十
日
)
に
は
、
そ
の
な
つ
か
し
い
名
前
が
み
ら
れ
な
い
。
明
治
十
四
年
か
ら
十
五
年
に
か
け
て
、
自

由
民
権
系
の
出
版
物
を
発
兌
・
販
売
し
た
秩
山
堂
は
十
六
年
に
な
る
と
、
同
盟
書
肆

(同
盟
出
版
書
店
)
と
い
う
共
同
出
版
会
社
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
井
上
哲
次
郎

『倫
理
新
説
』
や
ベ
ン
サ
ム
著
、
野
田
種
七
郎
訳
の
『新
聞
演
説
自
由
論
』
な
ど
を
手
が
け
て
い
る
だ
け
に
、

『東
京
輿
論
新
誌
』
の
何
号
ま
で
扱
っ
て
い
た
の
か
、
興
味
が
あ
る
。
雑
誌
局
か
ら
退
い
て
大
売
捌
を
担
当
し
た
輿
論
社
を
は
じ
め
と
す

る
大
売
捌
所
お
よ
び
地
方
の
各
店
に
つ
い
て
は
、
と
り
た
て
て
記
す
こ
と
も
な
い
。

最
後
に
、
白
紙
と
ゲ
タ
入
り
の
号
に
つ
い
て
、
記
し
て
お
き
た
い
。
第
四
六
号

(十
四
年
九
月
二
十
四
日
)
の
丸
山
名
政

「守
修
親
王
ノ

薨
去
」
が
三
.
四
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
、
約
一
ペ
ー
ジ
分
白
紙
に
な
っ
て
い
る
。
印
刷
の
寸
前
で
、
新
聞
紙
条
例
に
抵
触
す
る
と
の
友
人

の
す
す
め
で
急
き
ょ
切
断
し
た
、
と
の
丸
山
の
「看
官
諸
君
ニ
鳴
謝
シ
併
セ
テ
感
ス
ル
所
ヲ
書
ス
」
が
第
四
七
号

(十
月
一
日
)
に
あ
る
。

切
々
た
る
対
処
の
例
で
あ
る
。
第
九
五
号

(十
五
年
九
月
九
日
)
の
ゲ
タ
は
、
論
説

「朝
鮮
ニ
対
ス
ル
要
求
ヲ
論
ズ
」
(高
井
浅
獄
)
の
七

.
八
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
三
個
所
で
あ
る
。
第
一
六
五
号

(十
七
年
六
月
十
日
)
は
、
鹿
児
島
の
結
社

「三
州
社
」
の
趣
意
書
を
紹
介
し
た
六

ペ
ー
ジ
の
六
行
分
の
ゲ
タ
で
あ
る
。
第
一
八
六
号

(十
八
年
一
月
十
日
)
は
、
条
約
改
正
に
つ
い
て
ふ
れ
た
一
八
ペ
ー
ジ
の
四
行
分
の
ゲ
タ

で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
一
部
沈
黙
を
強
い
ら
れ
た

『東
京
輿
論
新
誌
』
の
消
す
こ
と
の
で
き
な
い
痕
跡
で
あ
る
。

三
、
『
政
理
叢
談
』

リ
ー
ル
#
四
二

第
一
号
.
第
一
九
号

(明
治
十
五
年
二
月
二
十
日
.
明
治
十
五
年
十
一
月
二
十
五
日
、
第
七
号
か
ら
『欧
米
政
理
叢
談
』



と
改
題
)

リ
ー
ル
#
四
三

第
二
〇
号
.
第
三
七
号

(明
治
十
五
年
十
二
月
十
日
.
明
治
十
六
年
六
月
五
日
)

リ
ー
ル
#
四
四

第
三
八
号
.
第
五
五
号

(明
治
十
六
年
六
月
十
五
日
.
明
治
十
六
年
十
二
月
十
七
日
)

中
江
兆
民
が
主
宰
し
た
仏
学
塾
か
ら
発
兌
さ
れ
た
政
治
、
法
律
、
経
済
、
哲
学
、
歴
史
に
関
す
る
欧
米
の
著
作
の
翻
訳
紹
介
誌
。
ル
ソ

ー
の
『社
会
契
約
論
』
を
兆
民
が

『民
約
訳
解
』
と
し
て
訳
載
し
た
こ
と
で
著
名
。
従
来
と
も
す
れ
ば
単
な
る
直
訳
誌
と
軽
視
さ
れ
て
き

た
が
、
近
年
、
井
田
進
也
氏
に
よ
っ
て
原
著
の
確
定
作
業
が
進
め
ら
れ
た
結
果
、
原
著
の
選
択
や
翻
訳
の
仕
方
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
史

料
と
し
て
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
論
説
と
し
て
は
、
エ
ル
ネ
ス
ト
「仏
蘭
西
大
革
命
の
原
因
」、
ミ
ラ
ボ
ー
「専
制

政
治
の
宿
弊
を
論
ず
」、
ブ
ラ
ク
「近
世
社
会
党
の
沿
革
」、
セ
ー
「経
済
問
答
」、
プ
ラ
ン
キ
「経
済
学
沿
革
史
」、
ジ
ュ
ー
ル
ダ
ン
「心

理
篇
」
な
ど
約
百
編
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
学
を
定
礎
し
た
記
念
碑
的
雑
誌
で
あ
る
と
と
も
に
自
由
民
権
運
動

の
理
論
的
源
泉
で
も
あ
っ
た
。
陸
羯
南
が

『政
理
叢
談
』
を
し
て
ひ
ろ
く

「壮
年
血
気
の
士
に
尊
信
さ
れ
た
」
(『近
時
政
論
考
』)
と
評

し
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
訳
者
に
は
田
中
耕
造
、
野
村
泰
亨
な
ど
当
代
フ
ラ
ン
ス
学
の
第
一
人
者
と
し
て
き
こ
え
た
人
が
並
ん
で
い
る

(山

室
)。短

命
に
終
わ
っ
た

『東
洋
自
由
新
聞
』
の
欄
に
「叢
談
」
と
い
う
名
が
あ
っ
た
。
そ
の
名
が
ふ
た
た
び
生
か
さ
れ
た
本
誌
の
題
字
は
、

第
七
号

(明
治
十
五
年
五
月
二
十
五
日
)
で
「欧
米
」
の
二
字
が
角
書
と
し
て
付
さ
れ
、
巻
之
五
十
壱

(十
六
年
十
一
月
五
日
)
で
は
そ
れ
が

一
行
に
な
っ
て
横
組
に
変
更
さ
れ
た
。
巻
数
に
な
っ
た
の
は
十
六
年
四
月
二
十
五
日
発
兌
の
巻
之
三
拾
三
以
来
だ
が
、
こ
こ
で
は
号
数
を

用
い
る
。
「欧
米
」
が
付
さ
れ
た
号
数
の
方
が
大
半
だ
が
、
通
称

『政
理
叢
談
』
の
方
が
ひ
び
き
が
よ
い
。



終
刊
ま
で
消
え
ず
に
残
る
の
は
当
然
だ
が
、
途
中
、
第
三
九
号

(六
月
二
十
五
日
)
か
ら
、
小
林
新
造
が
加
わ
る
。
小
林
は
書
肆
で
は
珍
し

く
、
日
本
出
版
会
社
の
株
主
に
名
を
つ
ら
ね
て
い
る
。
小
林
は
、
十
二
年
三
月
に
上
梓
さ
れ
た
パ
ッ
ク
ル
『英
国
文
明
史
』
(土
居
光
華
・

萱
生
奉
三
訳
)
の
出
版
人
と
し
て
、
片
桐
起
太
郎
と
と
も
に
署
名
し
て
い
る
。
第
五
〇
号

(十
月
二
十
九
日
)
か
ら
は
、
株
主
の
内
田
弥

兵
衛
が
加
わ
る
。
内
田
は
岩
本
屋
あ
る
い
は
正
栄
堂
の
名
を
も
つ
書
肆
だ
が
、
十
二
年
十
一
月
に
、
神
田
孝
平
原
著
・
土
居
光
華
批
評
の

『評
点
経
世
余
論
』
を
出
版
し
て
い
る
か
ら
、
小
林
と
も
ど
も
、
土
居
光
華
の
つ
な
が
り
で
あ
っ
た
か
。

も
う
ひ
と
つ
、
記
し
て
お
き
た
い
の
は
、
広
告
の
件
で
あ
る
。
他
社
の
広
告
は
三
件
、
あ
と
は
圧
倒
的
に
日
本
出
版
会
社
関
係
の
も
の

で
、
き
わ
め
て
重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
っ
て
い
る
。
他
社
の
広
告
は
他
誌
に
比
べ
て
あ
ま
り
に
も
少
な
い
。
経
済
雑
誌
社
の
『泰
西
政

事
類
典
』、
警
醒
社
の

『東
京
毎
週
新
報
』、
土
居
光
華
が
題
辞
を
書
き
添
え
た
、
桜
田
百
衛
の
遺
稿

『阿
国
民
造
自
由
之
錦
袍
（
じ
ゆ
う
の
に
し
き
）

』
の
出
版

で
あ
る
。
『政
理
叢
談
』
の
雑
誌
の
姿
を
伝
え
る
、
つ
つ
ま
し
や
か
な
広
告
で
あ
っ
た
。
な
お
、
本
マ
イ
ク
ロ
版
で
は
第
三
二
号

(+
六

年
四
月
十
五
日
)
か
ら
第
三
六
号

(五
月
二
十
五
日
)、
第
三
八
号

(六
月
十
五
日
)
か
ら
第
四
一
号

(七
月
十
五
日
)、
第
四
四
号

(八
月
十
五

日
)
か
ら
第
四
六
号

(九
月
五
日
)
ま
で
の
計
一
二
冊
が
裏
表
紙
欠
と
な
っ
て
い
る
。

四
、
『欧
米
政
学
協
会
雑
誌
』

リ
ー
ル
#
四
五

第
一
号
.
第
一
三
号

(明
治
十
七
年
三
月
十
一
日
.
明
治
十
七
年
十
二
月
八
日
、
第
二
号
か
ら

『政
学
協
会
雑
誌
』
と

改
題
)



五
、
『欧
米
政
典
集
誌
』

リ
ー
ル
#
四
六

第
一
号
.
第
一
八
号

(明
治
十
九
年
八
月
二
十
三
日
.
明
治
二
十
年
四
月
三
日
)

リ
ー
ル
#
四
七

第
一
九
号
.
第
三
七
号

(明
治
二
十
年
四
月
十
三
日
.
明
治
二
十
年
十
月
十
三
日
)

リ
ー
ル
#
四
八

第
三
八
号
.
第
五
〇
号

(明
治
二
十
年
十
月
二
十
三
日
.
明
治
二
十
一
年
四
月
三
日
)

明
治
十
九
年
八
月
創
刊
。
欧
米
の
憲
法
と
行
政
法
に
関
す
る
法
令
学
説
お
よ
び
制
度
に
つ
い
て
の
翻
訳
紹
介
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、

原
著
の
言
語
や
研
究
対
象
は
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
タ
リ
ア
、
ロ
シ
ア
と
文
字
通
り
欧
米
各
国

に
わ
た
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
や
は
り
中
心
は
フ
ラ
ン
ス
に
あ
り
、
バ
ロ
ー
、
バ
ル
ニ
ー
、
ブ
ロ
ッ
ク
、
テ
ィ
エ
ー
ル
、
コ
ン
ス
タ
ン
な

ど
の
著
者
の
翻
訳
が
多
い
こ
と
、
訳
業
に
は
中
江
兆
民
、
小
山
久
之
助
、
根
岸
兎
三
郎
な
ど
の
仏
学
塾
関
係
者
が
あ
た
っ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
採
り
あ
げ
ら
れ
た
原
著
の
い
く
つ
か
が

『政
理
叢
談
』
及
び

『欧
米
政
学
協
会
雑
誌
』
と
つ
な
が
り
を
も
つ
こ
と
な
ど
か
ら
推
し

て
、
こ
の
三
誌
を
フ
ラ
ン
ス
学
の
一
つ
の
系
統
と
し
て
位
置
づ
け
る
の
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
も
、
そ
の
フ
ラ
ン
ス
学
が
ド
イ
ツ
学
の
シ
ュ
タ
ー
ル
や
ヘ
ル
ダ
ー
、
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
そ
し
て
シ
ュ
タ
イ
ン
ら
と
と
も
に
ひ
と
つ
の

雑
誌
に
現
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
、
フ
ラ
ン
ス
学
の
命
運
と
フ
ラ
ン
ス
学
を
取
り
ま
く
学
問
状
況
が
う
か
び
あ
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る

(山

室
)。本

マ
イ
ク
ロ
版
に
収
録
し
た
第
五
〇
号
ま
で
の
う
ち
、
第
三
四
号
の
一
冊
が
発
見
で
き
ず
欠
号
で
あ
る
。
日
付
は
明
治
二
十
年
九
月
十

三
日
で
あ
る
。
当
時
の
発
行
が
月
三
回

(三
ノ
日
)
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
は
簡
単
に
わ
か
る
。
だ
が
、
日
付
不
明
の
第
六
四
号
の
端
本



六
、
『
仙
台
義
会
雑
誌
』

リ
ー
ル
#
四
九

第
一
号
.
第
二
八
号

(明
治
十
七
年
十
月
十
九
日
.
明
治
二
十
年
三
月
二
十
七
日
)

明
治
十
三
年
東
京
在
住
の
仙
台
人
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
仙
台
義
会
の
機
関
誌

(雑
誌
創
刊
は
明
治
十
七
年
十
月
)。
哲
学
、
政
治
、

法
律
、
経
済
、
理
学
、
医
学
、
教
育
な
ど
の
論
文
、
翻
訳
を
掲
載
。
執
筆
者
の
中
に
は
和
仏
法
律
学
校

(今
日
の
法
政
大
学
)
の
経
営
に

あ
た
っ
た
飯
田
宏
作
や
文
部
行
政
で
名
を
あ
げ
、
森
有
礼
の
伝
記
の
編
集
者
と
し
て
知
ら
れ
る
木
村
匡
が
お
り
、
各
々
「法
理
管
見
」
や

「学
校
論
」
な
ど
を
寄
稿
し
て
い
て
興
味
深
い
。
し
か
し
、
今
日
こ
の
雑
誌
が
注
目
に
値
す
る
の
は
雑
誌
編
集
の
中
心
に
荒
井
泰
治
、
白

石
時
康
、
奥
山
十
平
、
油
井
守
郎
、
佐
藤
郁
二
郎
ら
の
仏
学
塾
在
籍
な
い
し
出
身
者
が
お
り
、
そ
の
論
文
や
翻
訳
に
中
江
兆
民
お
よ
び
仏

学
塾
と
の
関
連
が
濃
厚
に
看
取
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
学
の
展
開
と
地
方
へ
の
普
及
を
示
す
貴
重
な
史
料
と
目
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
翻
訳
で

は
バ
ル
ニ
著
・
佐
藤
訳
の
「各
国
交
際
の
道
徳
を
論
ず
」、
ジ
ョ
ー
ル
ダ
ン
著
・
佐
藤
訳

「論
理
篇
」
、
ル
ソ
ー
「
マ
ル
セ
ル
ブ
宛
書
簡
」

の
仙
台
二
郎
訳
な
ど
、
ま
た
論
文
で
は
白
石

「政
学
要
領
」、
奥
山

「
正
理
の
枉
（
お
う
）

屈
は
一
時
に
し
て
遂
に
発
達
の
期
あ
り
」
な
ど
様
々
な

含
意
を
も
つ
史
料
が
並
ん
で
い
る

(山
室
)。

書
誌
的
事
項
を
整
理
・
構
成
を
し
て
み
る
と
、
こ
の
雑
誌
の
矛
盾
し
た
姿
が
う
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
、
仙
台
と
い
う

「く

に
」
を
地
縁
に
し
た
同
人
雑
誌
的
体
質
と
、
仏
学
塾
出
身
者
に
ょ
る
、
生
彩
あ
ふ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
学
展
開
の
質
の
二
重
性
で
あ
る
。
識
者

に
よ
っ
て
後
者
の
質
が
再
掘
さ
れ
た
が
、
こ
の
二
重
性
の
姿
の
上
で
理
解
し
な
い
と
、
こ
の
雑
誌
の
自
然
消
滅
的
な
廃
刊
の
理
由
を
説
明

す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

明
治
十
三
年
の
何
月
で
あ
ろ
う
か
、
仙
台
義
会
が
結
成
さ
れ
た
の
は
。
そ
の
機
関
誌
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
の
が
明
治
十
七
年
十
月
十
九

日
の
こ
と
だ
か
ら
、
そ
の
間
に
四
年
の
歳
月
が
流
れ
て
い
る
。
当
初
か
ら
明
確
な
意
図
を
も
っ
て
、
会
の
結
成
が
図
ら
れ
た
わ
け
で
は
あ

る
ま
い
。
な
に
ょ
り
も
、
そ
の
歳
月
が
語
っ
て
い
る
。
第
一
号
の
飯
田
宏
作
の
「法
理
管
見
」
を
読
む
と
、
そ
の
自
然
発
生
的
な
会
の
歩



Ⅲ

ド
イ
ツ
学
系

一
、
『独
逸
学
協
会
雑
誌
』

リ
ー
ル
#
五
〇

第
一
号
.
第
一
六
号

(明
治
十
六
年
十
月
十
五
日
.
明
治
十
八
年
一
月
十
五
日
)

リ
ー
ル
#
五
一

第
一
七
号
.
第
三
〇
号

(明
治
十
八
年
二
月
十
五
日
.
明
治
十
九
年
三
月
十
五
日
)

リ
ー
ル
#
五
二

第
三
一
号
.
第
四
五
号

(明
治
十
九
年
四
月
十
五
日
.
明
治
二
十
年
六
月
十
五
日
)

リ
ー
ル
#
五
三

第
四
六
号
.
第
五
九
号

(明
治
二
十
年
七
月
十
五
日
.
明
治
二
十
一
年
八
月
十
五
日
)

第
六
五
号

(明
治
二
十
二
年
二
月
十
五
日
)
.
第
六
六
号

(同
年
三
月
十
五
日
)

リ
ー
ル
#
五
四
(欠
号
の
第
六
〇
号
.
六
四
号
、六
七
号
.
七
〇
号
収
録
予
定
の
た
め
の
リ
ー
ル
#

で
す
。
ご
了
承
下
さ
い
)

明
治
十
四
年
、
品
川
弥
二
郎
、
平
田
東
助
、
桂
太
郎
ら
ド
イ
ツ
留
学
経
験
者
と
加
藤
弘
之
、
西
周
ら
の
ド
イ
ツ
学
者
に
よ
っ
て
設
立
さ

れ
た
独
逸
（
ド
イ
ツ
）

学
協
会
の
機
関
誌
。
同
協
会
は
政
府
か
ら
多
額
の
資
金
援
助
を
得
て
ド
イ
ツ
文
献
の
翻
訳
出
版
を
精
力
的
に
行
な
い
、
日
本
に



二
、
『学
林
』

リ
ー
ル
#
五
五

第
一
号
.
第

一
三
号

(明
治
二
十
二
年
十
月
十
日
.
明
治
二
十
三
年
十
月
十
日
)

『独
逸
学
協
会
雑
誌
』
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
語
著
作
の
翻
訳
・
紹
介
が
進
め
ら
れ
た
後
、
日
本
人
自
身
に
よ
る
ド
イ
ツ
学
学
習
の
成
果
を

掲
載
す
る
目
的
で
改
題
、
再
出
発
を
図
っ
た
雑
誌
で
あ
る
。
目
的
に
違
わ
ず
ド
イ
ツ
の
社
会
科
学
理
論
を
も
っ
て
日
本
の
現
実
的
課
題
に

対
処
し
よ
う
と
試
み
た
加
藤
弘
之
、
平
田
東
助
、
山
脇
玄
、
中
根
重
一
(夏
目
漱
石
の
岳
父
)、
平
塚
定
二
郎

(平
塚
ら
い
て
う
の
実
父
)

ら
の
政
治
、
経
済
、
法
律
に
係
わ
る
論
文
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
学
林
』
に
お
い
て
は
『独
逸
学
協
会
雑
誌
』
で
は
み
ら
れ

な
か
っ
た
ゲ
ー
テ
、
シ
ラ
ー
、
ハ
イ
ネ
な
ど
の
ド
イ
ツ
文
学
に
関
す
る
論
考
、
欧
米
の
日
本
語
学
に
つ
い
て
の
上
田
萬
年
の
論
文
、
ヘ
ル

バ
ル
ト
教
授
法
に
関
す
る
山
口
小
太
郎
の
論
説
、
徳
育
論
、
国
家
教
育
に
つ
い
て
の
沢
柳
政
太
郎
と
大
西
祝
と
の
論
争
、
教
育
哲
学
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
法
な
ど
教
育
学
全
般
に
お
よ
ぶ
谷
本
富
の
文
章
な
ど
を

「論
説
」
欄
に
掲
げ
て
い
る
点
で
注
目
に
値
す
る
。
さ
ら
に
詩

歌
、
漢
詩
文
な
ど
を

「文
苑
」
で
、
国
内
外
の
学
界
動
向
を

「雑
報
」
で
と
り
あ
げ
る
な
ど
学
術
総
合
誌
と
し
て
の
性
格
が
強
く
な
り
、

逆
に
ド
イ
ツ
国
家
学
が
次
第
に
姿
を
消
し
て
い
く
の
は
、
東
京
大
学
の
『国
家
学
会
雑
誌
』
の
出
現
と
符
節
を
合
わ
せ
て
い
る

(山
室
)。

独
逸
学
協
会
会
員
の
み
な
ら
ず
、
「英
仏
和
漢
学
者
ノ
論
説
ヲ
モ
博
ク
登
録
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス
」
(第
一
号
例
言
)
と
門
戸
を
開
放
し

て
、
総
合
学
術
系
の
雑
誌
を
め
ざ
し
た
本
誌
は
、
几
帳
面
に
毎
月
十
日
に
発
兌
し
た
も
の
の
、
一
三
冊
で
自
然
消
滅
し
た
。
第
一
三
号

(明
治
二
十
三
年
十
月
十
日
)
の
紙
尾
に
、
付
録
と
し
て
山
口
小
太
郎
の
「国
史
教
授
日
記
」
の
第
一
講
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
コ
メ

ン
ト
と
し
て
、
六
八
ペ
ー
ジ
の
雑
報
欄
に
、
「本
号
を
初
講
と
し
て
爾
後
毎
号
巻
末
に
山
口
小
太
郎
氏
の
国
史
教
授
日
記
を
付
録
と
為
し

以
て
学
生
講
習
の
一
助
と
す
」
と
あ
る
か
ら
、
雑
誌
は
続
刊
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。
同
じ
雑
報
の
六
七
ペ
ー
ジ
に
、
「本
誌
初
刊
以
来

編
輯
に
尽
力
し
其
の
効
一
方
な
ら
ざ
る
谷
本
富
氏
は
先
年
文
科
大
学
卒
業
後
兼
ね
て
ド
グ
ト
ル
ハ
ウ
ス
ク
ネ
ヒ
ト
氏
随
一
の
高
弟
と
し
て

久
し
く
ヘ
ル
バ
ル
ト
派
の
教
育
学
を
研
究
中
な
り
し
が
今
般
山
口
高
等
中
学
校
教
諭
を
拝
命
し
過
日
赴
任
せ
ら
れ
た
り
」
と
あ
る
。
谷
本



は
毎
号
、
教
育
に
哲
学
に
、
ま
た
蒼
涯
生
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で

「ゲ
ェ
ー
テ
と
シ
ル
レ
ル
」
を
執
筆
し
て
い
た
、
『学
林
』
の
中
核
的
メ
ン

バ
ー
で
あ
っ
た
。
実
際
、
編
輯
の
仕
事
に
も
有
能
な
人
物
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
彼
が
去
っ
た
あ
と
は
、
「今
後
は
専
ら
佐
久
間
剛
蔵

氏
山
口
小
太
郎
氏
黒
木
安
雄
氏
加
藤
駒
二
氏
木
村
松
太
郎
氏
等
尽
力
せ
ら
る
べ
し
」
と
書
か
れ
て
あ
る
。
谷
本
は
五
人
分
の
仕
事
を
し
て

い
た
。
そ
の
人
物
が
去
る
と
、
雑
誌
は
遅
れ
、
休
刊
に
陥
る
、
そ
れ
ほ
ど
雑
誌
の
刊
行
は
、
人
物
が
キ
イ
・
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
『学
林
』

自
然
廃
刊
の
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
谷
本
富
が
山
ロ
へ
去
っ
た
こ
と
に
あ
る
、
と
推
定
し
て
み
た
。

サ
イ
ズ
は
縦
二
〇
・
三
、
横
一
四
・
三
セ
ン
チ
だ
か
ら
、
菊
判
よ
り
や
や
小
さ
い
。
本
文
は
六
四
.
八
二
ペ
ー
ジ
と
一
定
し
な
い
。
売

捌
所
は
牧
野
書
房
、
主
人
は
牧
野
善
兵
衛
、
明
治
期
の
有
力
な
書
肆
の
ひ
と
つ
で
、
有
賀
長
雄
の
『増
補
社
会
進
化
論
』
や
『
日
本
現
在

国
家
哲
論
』
の
発
兌
書
肆
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
の
書
誌
的
事
項
に
つ
い
て
は
、
本
マ
イ
ク
ロ
版
収
録
の
底
本
が
全
冊
裏
表

紙
を
欠
く
た
め
に
未
調
で
あ
る
が
、
明
治
二
十
三
年
三
月
十
日
に
出
版
さ
れ
た
合
本
号

(第
一
号
.
第
六
号
)
を
見
る
機
会
が
あ
っ
た
の

で
、
そ
の
紙
尾
に
つ
い
て
し
る
し
て
お
き
た
い
。
編
輯
人
兼
発
行
人
は
飯
山
正
秀
、
印
刷
者
は
中
尾
黙
次

(印
刷
を
担
当
し
た
桑
原
活
版

所
の
代
表
者
で
あ
ろ
う
か
)、
発
行
所
で
あ
る
独
逸
学
協
会
の
住
所
は
神
田
区
西
小
川
町
一
丁
目
十
五
番
地
で
、
『独
逸
学
協
会
雑
誌
』
刊

行
時
と
同
じ
で
あ
る
。
〈
専
売
所
〉
と
し
て
牧
野
書
房
の
名
が
あ
り
、
〈
大
売
捌
〉
と
し
て
は
良
明
堂
、
巌
々
堂
、
東
海
堂
、
信
文
堂
の

四
店
、
〈
大
阪
売
捌
所
〉
と
し
て
岡
島
支
店
の
名
が
み
え
る
。
誌
代
は
、
一
ヵ
月

(
一
部
)
が
一
〇
銭

(郵
税
一
銭
)、
五
ヵ
月

(五
部
)

が
前
金
四
七
銭

(〃
五
銭
)、
一
○
ヵ
月

(
一
〇
部
)
が
前
金
九
〇
銭

(
〃
一
〇
銭
)
と
表
示
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
合
本
号
の
誌
代
は

六
〇
銭
で
あ
っ
た
。
サ
イ
ズ
は
本
誌
よ
り
若
干
大
き
目
の
縦
二
一
、
横
一
四
・
六
セ
ン
チ
で
、
表
紙
も

Ｇ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
ＩＮ
と
横
文
字
が
入

り
、
合
本
号
の
表
示
で
は
な
く
〈
第
一
〉
と
の
み
、
題
字
の
下
に
刷
ら
れ
て
い
る
。



Ⅳ

総
合
学
術
系

『東
洋
学
芸
雑
誌
』

リ
ー
ル
#
五
六

第
一
号
.
第
三
〇
号

(明
治
十
四
年
十
月
十
日
.
明
治
十
七
年
三
月
二
十
五
日
)

リ
ー
ル
#
五
七

第
三
一
号
.
第
五
八
号

(明
治
十
七
年
四
月
二
十
五
日
.
明
治
十
九
年
七
月
二
十
五
日
)

リ
ー
ル
#
五
八

第
五
九
号
.
第
七
五
号

(明
治
十
九
年
八
月
二
十
五
日
.
明
治
二
十
年
十
二
月
二
十
五
日
)

リ
ー
ル
#
五
九

第
七
六
号
.
第
九
四
号

(明
治
二
十
一
年
一
月
二
十
五
日
.
明
治
二
十
二
年
七
月
二
十
五
日
)

リ
ー
ル
#
六
〇

第
九
五
号
.
第
一
一
一
号

(明
治
二
十
二
年
八
月
二
十
五
日
.
明
治
二
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日
)

リ
ー
ル
#
六
一

第

一
一
二
号
.
第

一
二
九
号

(明
治
二
十
四
年
一
月
二
十
五
日
.
明
治
二
十
五
年
六
月
二
十
五
日
)



リ
ー
ル
#
六
二

第
二
二
〇
号
.
第
一
四
七
号

(明
治
二
十
五
年
七
月
二
十
五
日
.
明
治
二
十
六
年
十
二
月
二
十
五
日
)

リ
ー
ル
#
六
三

第
一
四
八
号
.
第
一
六
五
号

(明
治
二
十
七
年
一
月
二
十
五
日
.
明
治
二
十
八
年
六
月
二
十
五
日
)

リ
ー
ル
#
六
四

第
一
六
六
号
.
第
一
八
三
号

(明
治
二
十
八
年
七
月
二
十
五
日
.
明
治
二
十
九
年
十
二
月
二
十
五
日
)

リ
ー
ル
#
六
五

第
一
八
四
号
.
第
二
〇
一
号

(明
治
三
十
年
一
月
二
十
五
日
.
明
治
三
十
一
年
六
月
二
十
五
日
)

リ
ー
ル
#
六
六

第
二
〇
二
号
.
第
二
一
九
号

(明
治
三
十
一
年
七
月
二
十
五
日
.
明
治
三
十
二
年
十
二
月
二
十
五
日
)

リ
ー
ル
#
六
七

第
二
二
〇
号
.
第
二
三
七
号

(明
治
三
十
三
年
一
月
二
十
五
日
.
明
治
三
十
四
年
六
月
二
十
五
日
)

リ
ー
ル
#
六
八

第
二
三
八
号
.
第
二
五
五
号

(明
治
三
十
四
年
七
月
二
十
五
日
.
明
治
三
十
五
年
十
二
月
二
十
五
日
)

リ
ー
ル
#
六
九

第
二
五
六
号
.
第
二
七
三
号

(明
治
三
十
六
年
一
月
二
十
五
日
.
明
治
三
十
七
年
六
月
二
十
五
日
)

リ
ー
ル
#
七
〇

第
二
七
四
号
.
第
二
九
一
号

(明
治
三
十
七
年
七
月
二
十
五
日
.
明
治
三
十
八
年
十
二
月
二
十
五
日
)



リ
ー
ル
#
七
一

第
二
九
二
号
.
第
三
〇
九
号

(明
治
三
十
九
年
一
月
二
十
五
日
.
明
治
四
十
年
六
月
二
十
五
日
)

リ
ー
ル
#
七
二

第
三
一
〇
号
.
第
三
二
七
号

(明
治
四
十
年
七
月
二
十
五
日
.
明
治
四
十
一
年
十
二
月
五
日
)

リ
ー
ル
#
七
三

第
三
二
八
号
.
第
三
四
五
号

(明
治
四
十
二
年
一
月
五
日
.
明
治
四
十
三
年
六
月
五
日
)

リ
ー
ル
#
七
四

第
三
四
六
号
.
第
三
六
三
号

(明
治
四
十
三
年
七
月
五
日
.
明
治
四
十
四
年
十
二
月
十
一
日
)

リ
ー
ル
#
七
五

第
三
六
四
号
.
第
三
八
一
号

(明
治
四
十
五
年
一
月
五
日
.
大
正
二
年
六
月
五
日
)

リ
ー
ル
#
七
六

第
三
八
二
号
.
第
三
九
九
号

(大
正
二
年
七
月
五
日
.
大
正
三
年
十
二
月
五
日
)

リ
ー
ル
#
七
七

第
四
〇
○
号
.
第
四
一
一
号

(大
正
四
年
一
月
五
日
.
大
正
四
年
十
二
月
五
日
)

リ
ー
ル
#
七
八

第
四
一
二
号
.
第
四
二
三
号

(大
正
五
年
一
月
五
日
.
大
正
五
年
十
二
月
五
日
)

リ
ー
ル
#
七
九

第
四
二
四
号
.
第
四
三
五
号

(大
正
六
年
一
月
五
日
.
大
正
六
年
十
二
月
五
日
)



リ
ー
ル
#
八
〇

第
四
三
六
号
.
第
四
五
一
号

(大
正
七
年
一
月
五
日
.
大
正
八
年
四
月
五
日
)

リ
ー
ル
#
八
一

第
四
五
二
号
.
第
四
七
一
号

(大
正
八
年
五
月
五
日
.
大
正
九
年
十
二
月
五
日
)

リ
ー
ル
#
八
二

第
四
七
二
号
.
第
四
八
八
号

(大
正
十
年
一
月
五
日
.
大
正
十
一
年
五
月
一
日
、
第
四
八
七
号
か
ら
『
学
芸
』
と
改
題
)

リ
ー
ル
#
八
三

第
四
八
九
号
.
第
四
九
五
号

(大
正
十
一
年
六
月
一
日
.
大
正
十
一
年
十
二
月
一
日
)

リ
ー
ル
#
八
四

第
四
九
六
号
.
第
五
〇
二
号

(大
正
十
二
年
一
月
一
日
.
大
正
十
二
年
七
月
一
日
)

リ
ー
ル
#
八
五

第
五
〇
三
号
.
第
五
〇
四
号

(大
正
十
二
年
八
月
一
日
.
大
正
十
二
年
九
月
一
日
)

第
五
〇
五
号
.
第
五
一
二
号

(大
正
十
四
年
五
月
一
日
.
大
正
十
四
年
十
二
月
一
日
、
関
東
大
震
災
で
一
年
七
ヵ
月
休

刊
の
の
ち
ふ
た
た
び
『東
洋
学
芸
雑
誌
』
の
誌
名
に
も
ど
る
)

リ
ー
ル
#
八
六

第
五
一
三
号
.
第
五
二
四
号

(大
正
十
五
年
一
月
一
日
.
大
正
十
五
年
十
二
月
一
日
)

リ
ー
ル
#
八
七

第
五
二
五
号
.
第
五
四
〇
号

(昭
和
二
年
一
月
一
日
.
昭
和
三
年
四
月
一
日
)



リ
ー
ル
#
八
八

第
五
四
一
号
.
第
五
五
二
号

(昭
和
三
年
五
月
一
日
.
昭
和
四
年
四
月
一
日
)

リ
ー
ル
#
八
九

第
五
五
三
号
.
第
五
六
七
号

(昭
和
四
年
五
月
一
日
.
昭
和
五
年
十
二
月
一
日
)

杉
浦
重
剛
、
千
頭
清
臣
、
井
上
哲
次
郎
ら
が
イ
ギ
リ
ス
の
科
学
雑
誌
Ｎ
ａｔｕ
ｒｅ
を
範
と
し
て
創
刊
し
た
総
合
学
術
誌
。
加
藤
弘
之
、
外

山
正
一
、
矢
田
部
良
吉
、
菊
池
大
麓
、
三
宅
秀
ら
東
京
大
学
関
係
者
の
支
援
を
得
た
こ
と
で
次
第
に
東
京
大
学
法
・
文
・
理
学
部
の
機
関

誌
的
性
格
を
帯
び
て
い
っ
た
。
大
正
期
以
降
は
自
然
科
学
中
心
の
色
彩
を
強
め
た
た
め
、
今
日
で
は
自
然
科
学
誌
と
み
な
さ
れ
が
ち
だ

が
、
人
文
・
社
会
科
学
系
の
論
説
、
論
争
も
数
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
初
期
に
は
、
新
体
詩
の
試
み
の
舞
台
と
も
な
り
、
国
語
・
国
文

学
に
関
す
る
記
事
も
含
む
。
進
化
論
の
受
容
に
際
し
て
は
主
導
的
役
割
を
担
っ
た
。
三
代
に
わ
た
る
近
代
日
本
の
学
術
の
流
れ
を
知
る
う

え
で
最
も
適
切
か
つ
至
要
な
雑
誌
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
寄
稿
者
に
は
長
岡
半
太
郎
、
桜
井
錠
二
、
田
中
館
愛
橘
、
後
藤
牧

太
、
石
川
千
代
松
、
松
村
瞭
、
小
金
井
良
精
、
箕
作
元
八
、
狩
野
亨
吉
、
石
原
純
、
池
田
菊
苗
、
大
森
房
吉
な
ど
が
名
を
連
ね
、
壮
観
で

あ
る

(山
室
)。

本
誌
創
刊
の
事
由
に
つ
い
て
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
通
り
だ
が
、
創
刊
当
初
の
雑
誌
の
姿
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

残
念
な
が
ら
、
本
マ
イ
ク
ロ
版
は
、
初
版
号
を
収
録
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
第
一
号

(明
治
十
四
年
十
月
十
日
)
か
ら
第
一
〇
号

(十
五
年

七
月
二
十
五
日
)
ま
で
は
十
六
年
九
月
の
再
版
号
で
あ
り
、
第
二

号

(十
五
年
八
月
二
十
五
日
)
か
ら
第
二
〇
号

(十
六
年
五
月
二
十
五
日
)

ま
で
は
十
八
年
九
月
の
再
版
号
で
あ
る
。
内
容
に
は
か
わ
り
が
な
い
も
の
の
、
内
容
を
生
み
だ
し
た
最
初
の
形
式
を
き
ち
ん
と
お
さ
え
て

お
か
な
い
と
、
雑
誌
を
創
刊
し
た
人
び
と
の
精
神
を
読
み
と
る
こ
と
が
む
ず
か
し
い
。
識
者
に
よ
く
引
用
さ
れ
る
の
は
、
杉
浦
重
剛
の

「東
洋
学
芸
雑
誌
の
改
題
に
際
し
て
」
(第
四
八
七
号
、
大
正
十
一
年
四
月
一
日
)
で
あ
る
。
だ
が
、
つ
ぎ
の
一
節
は
略
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
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